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BH25の⽅がひび割れ幅の
残留率（W0/Wmax）が⼩さく、
⾼強度せん断補強筋を⽤いる
事でひび割れ幅の戻りが良い
事が確認できた。

⻑期許容せん断⼒によるひび割
れ強度にする事で1275MPa級のせ
ん断補強筋を⽤いた試験体は、
45°線より左側に寄った。
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主応⼒度式からRC規準の⻑期許容
せん断応応⼒によるひび割れ強度を代⼊。

⾊なし
主応⼒度式⾊あり

⻑期許容せん断⼒

⾼強度せん断補強筋により超⾼層化建築物が増え続けており、
⻑期的に建物を使⽤することが求められる。そこで、建物の損傷量
を制御する設計が求められるが、現状のRC規準などによる損傷評
価式では⾼強度せん断補強筋は適⽤範囲外にある。

⾼強度せん断補強筋を有するRC 梁の実験結果を基に損
傷制御のための中地震発⽣時のひび割れ性状について、
検討を⾏う。

⾼強度せん断補強筋を使⽤した時の損傷制御式の妥当性を検証
し、建物の⻑期供⽤を図る。


